
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(例えば) 大熊町に０歳から 15歳の子どもたちが通う施設「学び舎ゆめの森(×印)」が今年夏に開校する。 

施設が建つすぐ隣の地域や周りの山の土壌は放射能濃度が高いのに子どもたちは大丈夫なのか？ 

（オレンジ色の線の辺りは空間線量が高い） 

 

「たらちね」が行った 2022年 11月の大熊町役場周辺の放射能測定写真 

 

放射能汚染と隣り合う生活 

 


